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熊杏県主東稜高等学績練長 縛永容治積よ叫   十

熊本地震の義擢金についてのおれ林が届毒書した。こ質くだとい
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熊本地震に係る義援金にういて (お礼)
｀

梅雨の候 ま すます御清栄のことどお喜び申し上げます。    i

さて、この度の熊本地震に際
°
しましでは、貴校から心温ま、る義援金を御恵贈賜り、誠に

ありがとうございました。生徒 ・職員一同、貴校の御厚情に感謝申じ上げますとともに、

この上ない励みとなり、お力添えいただいたことに重ねてお礼申し上げます。当方も5月

10日 の学校再開以来、体育館や生徒昇降口等の使用ができない不便な状況の中で、どう

にか高校総体県大会も終え、徐々に落ち着きを取
tり
戻しつつあるところです。、どはいえ、

いまだ校内に,は避難所が併存し、自身も避難所から通う被災した生徒もおり、以前の日常

を取り戻すにはまだまだかかるかと思われます。し力ざし、貴校に賜つた御厚情と励まレの

お言葉に応えるためにも、一日も早く平常の教育活動を取り戻すべぐ、しつかりと,生徒た

ちに寄り添い、全校一九となって熊本あ復果に向け元気を出して参る所存です。    ″

・
末筆ではございますが、小島校長先生はじめ、募金活動に御尽力いただいた貴校生徒及

び職員の方々に哀心より感謝申し上げますとともに、皆さまの御健勝と貴校のますますの

御発展をお折り申し上げます。


